
令和2年度 富山市医療介護連携研修会
コロナ禍における事業所での取り組み

訪問看護ステーション

令和2年10月15日(木）
光風会訪問看護ステーション

管理者 小原留美
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社会福祉法人 光風会訪問看護ステーション

平成9年事業開始
スタッフ：看護師10名 理学療法士2名・事務員1名

（訪問看護認定看護師1名）
利用者数：約90名
（小児：4名・精神：2名含む）
体制：24時間対応体制



新型コロナウイルス感染拡大による
業務への影響

•情報収集を含め感染対策の業務量が増えた

•退院時カンファレンスができない、情報がないまま
退院

•時間外に濃厚接触者情報の電話、業務調整

•利用控え、キャンセルにより減収

•衛生材料、感染防護具が手に入らない、あっても高
額
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新型コロナウイルス感染拡大により
業務で工夫したこと

•物の共有を避ける
•妊娠中の職員の早期休職
•利用者・家族へ紙面でステーションの対策を提示
•職員家族へメールで法人の対応を提示
•職員の出勤前検温、体調確認、スタンダードプリ
コーションの徹底

•衛生材料、感染防護具を確保
• オンライン化が進むFaceTime、Zoomの活用
•訪問時間の短縮
•利用者、家族に万が一看護師がこれなくなった時
を想定し話し合う
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•感染症マニュアルの見直し

•業務の優先順位を整理

•訪問する利用者のトリアージ

• ステーションを休止する判断基準

• ステーションのチーム化

•地域のステーションとの連携
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令和２年４月１日

 

ご利用者およびご家族の皆様 

 

光風会訪問看護ステーション

管理者 小原 留美

 

新型コロナウイルス感染症への対策のお知らせとお願い 

 

 日頃から、光風会訪問看護ステーションのサービスをご利用くださいましてありがとうございます。 

 皆様におかれましては、今回の新型コロナウイルス感染症の拡がりをご心配されていることと思いま

す。そこで、皆様に光風会訪問看護ステーションの考え方と対応、サービスを続けるための職員体制につ

いてお知らせいたします。また、訪問看護にあたり皆様にお願いしたいこともお伝えします。 

皆様には、何卒ご了承の上、ご協力いただきたくお願いいたします。 

 

１．光風会訪問看護ステーションの方針 

本ステーションでは現在の状況下にあっても、できる限り通常通りの訪問看護サービスを提供したい

と考えています。しかしその際、ご利用者やご家族の皆様が新型コロナウイルス感染症にかかる可能性

や訪問看護を行うスタッフがかかる可能性を想定した対応をします。 

１）スタッフ全員、毎日検温を行います。37.5℃以上の発熱やのどの痛み、咳、だるさといった症状が少

しでもある場合は、新型コロナウイルス感染症の診断がつかなくても自宅待機とします。 

２）スタッフの家族に発熱等の症状がある場合も同様に、症状が治まるまでの間は自宅待機とします。 

３）研修会を含め、多くの人が集まる会への参加はしません。必要時は、感染予防対策を行います。 

４）感染拡大や学校等の休校により、出勤困難なスタッフが増えた場合、状態が安定されている方には 

訪問回数を減らすなどのご相談をさせていただきます。また、担当スタッフ以外の者が代わりに訪 

問する場合もあります。 

５）スタッフは訪問時、手洗いを徹底しマスクを着用で、場合によってはガウンを着用することもあり 

  ます。 

 

２．ご利用者・ご家族へのお願い 

１）ご利用者様・ご家族様に発熱等気になる症状がある場合は、事前にステーションにご連絡ください。

２）スタッフは、訪問前にご利用者様・ご家族様に発熱等の症状がないか、確認をさせていただきます。

３）厚生労働省作成の「感染症対策へのご協力をお願いします」等をご参考にしていただき、ご利用 

者様・ご家族様も手洗いや咳エチケットを行い、マスクを着用していただくことをお願いします。 6



令和２年４月 日 

 

ご利用者の皆様へ 

 

光風会訪問看護ステーション 

管理者 小原 留美 

 

一時閉鎖になった場合の体制について 

 

新型コロナウイルス感染症の拡がりが一日も早く収束することを心から願っていますが、

通所介護の休業などの情報が聞かれ、全国的にまん延している状況です。当事業所において

も職員が新型コロナウイルス感染症の陽性事例が発生した場合には、事業所を一時的（概ね

14 日間）に閉鎖することになります。 

その際、緊急的に別の訪問看護ステーションが対応し、訪問看護を提供できるような体制を

準備したいと考えています。 

もちろん、別の訪問看護ステーションには個人情報の保護の観点から守秘義務を課して、

利用される場合は、利用者の方が困らないように必要な情報を伝えます。 

 

◎ 連携体制をとっている訪問看護ステーション 

・ （ ）訪問看護ステーション （住所 電話番号） 

・ （ ）訪問看護ステーション 

・ （ ）訪問看護ステーション 

・ （ ）訪問看護ステーション 

・ その他（ご利用者の選定事業所、または入院医療機関：      ） 

 

 

承 諾 書 

 

わたしは又は代理（  ）は、貴事業所が一時閉鎖になった際には、 

別の訪問看護ステーションからの訪問を 

□ 希望しません 

□ 希望します。その際、下記の条件により、私の個人情報を提供することを承諾します。 

１．連携体制にある訪問看護ステーションに私の個人情報の守秘義務があること 

２．利用の開始または途中で断った場合も、私は何ら不利益を被らないこと 

３．事業所が再開した場合は、元の訪問看護ステーションを選択できること 

４．別の訪問看護ステーションは私の個人記録を元の訪問看護ステーションにすべて 

提供すること 

５．その他、必要な主治医やケアマネジャーとの連携等は個別に取り決めること 
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新型コロナウイルス感染拡大による
訪問看護師の葛藤

• 自分が媒介となり、利用者に感染させるのではないか

• こんな時期に新規の受け入れをして良いのか

• 自宅には高齢の両親や子どもがいるけど仕事を続けて
良いのか

• スタッフ間や他職種との感染に対する意識の違い

• 収益が落ちる、今後事業を継続していけるのか

• スタッフ間のコミュニケーションの機会が減る

• 感染症専門医師や感染症認定看護師などに相談したい

• 職員のメンタルサポート
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新型コロナウイルス感染拡大の中での労い

• こんな大変な時期に来てくれてありがとう

•手作りマスクの提供

•利用者・家族もマスクの装着や体温測定の協力

•関係機関からのマスクやアルコールの寄付

• コロナ禍での在宅看取り

これからも、安全なサービス、事業継続に向けた取
り組みを続けていきます。
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ご清聴ありがとうございました

雨にも負けず

風にも負けず

雪にも夏の暑さにも負けず

コロナにも負けず

そんな訪問看護師になりたい
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